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SINIC DIAGRAM
Seed-Innovation to Need-Impetus Cyclic Evolution
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経営の羅針盤― SINIC理論

SINIC理論とは
社会のニーズを先取りした経営をするためには、未来の

社会を予測する必要があるとの考えから、提唱された
「SINIC理論」。オムロンはこの理論をもとに、社会に対し
常に先進的な提案をしてきました。
「SINIC理論」とは、創業者・立石一真が1970年の国際
未来学会で発表した未来予測理論です。パソコンやイン
ターネットも存在しなかった高度経済成長のまっただ中に
発表されたこの理論は、情報化社会の出現など、21世紀前
半までの社会シナリオを、高い精度で描き出しています。

SINICとは“Seed-Innovation to Need-Impetus Cyclic
Evolution”の頭文字をとったもので、「SINIC理論」では科
学と技術と社会の間には円環論的な関係があり、異なる2つ
の方向から相互にインパクトを与えあっているとしています。
ひとつの方向は、新しい科学が新しい技術を生み、それが社
会へのインパクトとなって社会の変貌を促すというもの。も
うひとつの方向は、逆に社会のニーズが新しい技術の開発を
促し、それが新しい科学への期待となるというもの。この2
つの方向が相関関係により、お互いが原因となり結果となっ
て社会が発展していくという理論です。

創業者が見た未来
この理論によれば、14世紀までの社会を「農業社会」と
位置づけ、その基盤の上に「工業社会」を積み重ねたと考
えています。この工業社会をさらに細分化すると、手工業
社会、工業化社会、1870年以降の機械化社会、さらに20
世紀に入っての自動化社会、20世紀末から21世紀の入り
口までの情報化社会に至る、5段階のプロセスとしてとら
えることができます。そして、工業社会の最終段階である
情報化社会の後には、2005年からの「最適化社会」、その
あと2025年からの「自律社会」へ移行すると予測されて
います。現在の日本は、情報化社会を経て、その次の「最
適化社会」に入りかかっていると言えます。

工業社会において人類は物質的な豊かさを手に入れまし
た。一方で、エネルギー、資源、食料、人権などのさまざ
まな問題が未解決のまま取り残されています。最適化社会
では、こうした負の遺産が解決され、効率や生産性を追い
求める工業社会的な価値観から、次第に人間としての生き
ていく喜びを追求するといった精神的な豊かさを求める価
値観が高まると予測しています。「個人と社会」「人と自然」
「人と機械」が最適なバランスを保ちながら融合する最適化
社会において、オムロンは独自の技術で貢献していきたい
と考えています。

最適化社会におけるオムロン
情報化社会では、知性という情報をON／OFFとか、

1／0という数字情報で入出力していました。最適化社会で
は、この知性、感性をサポートしたり引き出したりする技術
がより一層進化し、自然言語や人間の知性・感性そのもの
をダイレクトに入力し、出力され、表現、行動されるように
なります。つまり、人間の知能、あるいは人間の感覚の一部
が自動化されていく技術が基本になっていくのです。
最適化社会は、人間と機械が理想的に調和した社会であ
り、生産性や効率の追求に代わって、人間としての新しい
生き方や自己実現が相対的に重要になります。そのとき人
間は、より本質的な欲求、例えば、健康で幸せに長生きし
たい、快適な生活を送りたい、生涯学習を受けたい、楽し
い余暇を過ごしたい、といったことを重要視するようにな
ると予測しています。
オムロンでは、「安心・安全、健康、環境」をより確かな

ものにするために、「個人と社会」「人と自然」「人と機械」
が最適なバランスを保ちつつ、人間に限りなく近づく技術
の確立と、人間の本質的な欲求にこたえる事業の展開を大
切にしています。




